
事業完遂に向けた領域の構造 

事業活動デザインシート		

 まなぶ つくる つなぐ みせる 

□知識・技能 □表現・活動 □作者・研究者 □学術 

□心情・態度 □生活・文化 □市民・社会 □趣味・技巧 

□伝統・次代 □環境・居場所 □教育機関 □顕彰 

③ 具体的な活動の流れは？ 

  ※ ⑤に基づいて②を達成する具体的な行動など 

○伴走支援的には 

 

 

 

 

○社会還元的には 

	

	

	
 

⑥ 達成される理想の姿は？ 

 ※ ①と⑤に基づく提案力や独自性、信念など 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 周囲を納得させる裏付けは？ 

  ※ ③を補強する市場調査や先行研究調査、学術的根拠など 

   ・事業継続性、独自性、興行力は評価可能か 
 

 

 

 

 

 

 

① 事業全体に通底するあなたの熱意は？  

 ※ 思いついたきっかけや願い、期待する変化、社会包摂性など 

 
 
 
 
 
 
 
 

② どんな価値を提供したいか？ 

  ※ 実施後の期待や願望、①や③に込めた事業の魅力など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○A 事業目的：何に着目し、何をして、何を目指すのか？ 

  ※ 伴走支援的、社会還元的、価値創造的 が考慮されている 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 活動過程や結果に込めた効果は？ 

 ※ ③と⑤によって高まる機能や役割、満足度など 

  ・対話や技法などの具体性があるか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

想いや願い	

⑤ 

裏付け	

③ 

手順	

○A  

望む姿	

⑥ 
ゆるぎない

信念	

④ 

 
効果	

② 
未来への	

期待	
	

事業領域マトリクス 

※ 「望む姿」とはあなたがつくりたい価値の全体像であり。 

周囲は「ふるまい（こと）」を構成する価値の全要素です。 

作成：（一財）さぬき生活文化振興財団 


